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研究成果の概要（和文）：本研究では、これまで前近代と現代とが分離していたイスラーム学を歴史と現代を架
橋するように再編し、20世紀後半以降のイスラーム復興とグローバル化に対応する「21世紀型イスラーム学」の
構築を推進した。これをさらに発展させるための「戦略的提言」を公表した。また、この新しいイスラーム学を
活用して、イスラーム世界の諸地域を対象とする「イスラーム地域研究」を発展させ、宗教思想・政治・経済な
どの現代的問題群に対する知見の拡充をおこなった。また、「知のインフラ」整備によって、種々の専門用語
集・主題年表（トリリンガル方式）などを制作し、将来的な「ナレッジベース（専門知識データベース）」の基
礎を作った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project has been to integrate “Islamic Studies” on 
historical eras and the “Study of the Contemporary Islamic World” so that the gap between the two 
would be bridged. The formulation, “21st Century Islamic Studies”, is better able to respond to 
issues which have manifested since the Islamic revival alongside globalization in the last five 
decades or so. We have published a “strategic proposal” to strengthen the new studies further. 
Utilizing these new Islamic Studies perspectives, we have promoted “Islamic Area Studies,” 
expanding our knowledge and interpretation of religious, political and economic issues in 
contemporary contexts from a deeper historical perspective. We have laid the foundations for a “
knowledge-base” on the Islamic world, making hyper-text timelines and glossaries of specialized 
terminologies.

研究分野： 総合人文社会
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 イスラーム世界の諸地域をめぐる実証的
な研究は近年、イスラーム地域研究をめぐる
次の３つのプロジェクトなどによって、大き
な進展が見られた。その一方で、イスラーム
の理念体系や思想を明らかにするイスラー
ム学の研究は、特に現代に関して不十分であ
った。 
 学際的な地域研究においては、多様なディ
シプリンを活用する必要がある。イスラーム
世界では理念の影響力が非常に強く、理念と
現実の相互作用によって生じている地域の
実態を理解するためには、ディシプリンの一
つとしてイスラーム学の活用が不可欠であ
る。 
 そこで、前近代から現代までを架橋する通
時的でグローバルなイスラーム学を構築す
ることをめざす必要性が強く感じられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、20 世紀後半以降のイスラーム復
興とグローバル化をふまえて、21 世紀型のイ
スラーム学を構築し、イスラーム世界の諸地
域を対象とする地域研究を推進するもので
ある。イスラーム学は、イスラームの理念体
系と思想を原典資料の解析と思想史の方法
によって明らかにするもので、現実社会の理
解にも欠かせない。現代イスラームはグロー
バル化の影響下で、イスラーム復興の進展、
宗派対立の発生、近代思想や科学への対応、
経済分野のイスラーム化等の今日的問題群
が生じて、神学・哲学・法学などが大きく変
容しており、その解明が急がれる。本研究は
その不足を埋めるべく、①現代イスラーム思
想の原典研究の拡充、②今日的問題群の解明、
③研究の基盤となる「知のインフラ」整備、
④国際的な発信と交流、⑤長期的な研究戦略
の立案を行う。 
 
３．研究の方法 
 研究方法として、次の 5つを用いた。 
①原典資料を収集し、活用する。研究代表者
の所属する研究科に所蔵する日本最大数の
アラビア語コレクションに、世界第２位のウ
ルドゥー語コレクションを加え、21 世紀のイ
スラーム思想について集中的な原典の補強
を行い、それらを活用して新しいイスラーム
学の構築を行う。 
②世界的なイスラーム学の最先端を俯瞰し、
吸収するとともに、新しい課題を設定する。 
③イスラーム復興とグローバル化の進展に
よってもたらされた今日的問題群の研究を
おこなう。中でも、1）宗派の対立と融和、2）
18 世紀～21 世紀に勃興したサラフィー主義
の思想と現状、3）現代西洋思想との対応と
相克、4）科学とテクノロジーをめぐる宗教
思想、5）イスラーム経済論、に注力する。 
④「知のインフラ整備」による知見の拡充。 
⑤国際的な研究交流をおこない、研究成果を
国際発信し、フィードバックを得る。 

４．研究成果 
 5 年間にわたる研究プロジェクト推進の結
果として、主に次のような成果が得られた。 
①アラビア語文献を中心に原典資料の収集
をおこない、本プロジェクトの対象領域につ
いて貴重な文献を得ることができた。また、
原典を用いた分析と研究により、新たな知見
を得た。その一部は、下記の②③に活用され
たほか、④で基本データとして用いられた。 
②「イスラーム学の最先端」の探究を通じて、
国際的な研究動向を精確に把握し、日本にお
ける研究の課題を明らかにすることができ
た。それによる知見の一部は、下記の⑤の戦
略的提言に盛り込まれたほか、研究代表者・
分担者が発表した論文等で公表された。 
③「今日的問題群」の研究において、特に次
の 5つの問題群を探究した：（1）宗派の対立
と融和（スンナ派・シーア派・その他の諸分
派）、（2）18 世紀～21 世紀に勃興したサラフ
ィー主義（初期イスラームへの回帰）の思想
と現状、（3）現代西洋思想との対応と相克、
（4）科学とテクノロジーをめぐる宗教思想、
（5）イスラーム経済論。 
④研究の基盤となる「知のインフラ」整備に
おいて、グローバル化時代に適切な「トリリ
ンガル方式」（アラビア語・日本語・英語を
用いた記述）を開発し、主題年表や専門用語
集を制作した。それによって今後の「ナレッ
ジベース（専門知識データベース）」の基礎
を作った。 
⑤長期的な研究戦略を立案し、「21 世紀型イ
スラーム学の拡充と活用へ向けて：5 項目の
戦略的提言」を公表した。 
⑥国際的な活動として、5年間の間に 12 回の
国際研究集会を開催し、多くの研究報告をお
こなったほか、招待講演や英語論文を通じて、
国際的な研究成果の発信をおこなった。 
⑦若手研究者の育成においては、多くの院生
協力者に対して研究指導をおこない、彼ら自
身の研究発表を支援した。本プロジェクトに
参加した院生は 5年間で 4人が博士号を取得
した。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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